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回 収 ガ ス ・メ ー タ ー制 に っ い て

低温 セ ンター豊 中分室 本 河 光 博(豊 中2472)

ここ何年 かの間 に大 型 液化機 を設置 し,い わゆ るセ ンター方 式 にょる液体 ヘ リウムの供給 を行 な う大

学がふえ て きたが,大 量の 液体 ヘ リウムの供給 に伴 ってヘ リウム ガスの消費量 も非 常に多 くな り,し か

もそれが どの よ うなパ スで逃げ てい くの か確 実 につ かめないの が実情 のよ うで ある。 当 センター豊 中分

室でも,49年 度から液化機の更新が認められ,液 化能力は8%か ら30%へ と一挙に上がつたが

消費す るヘ リウムガスが増大 するこ と も必至 であ り,火 の車の台所 をあず か る者 にとっては重大な 問題

となつた。48年 度 までは,供 給量 が一 日当 た り高 々254で あ り,翌 日には必ず 回収 され,も し未回

収 ガスがあ って も当 日使用 した研 究室 をチェックすれば ガスの逃げたル ー トぱほ とん ど確認 で きた。 し

か しス トレージベッ セル による供給方 式では大量 の液体 ヘ リウムが研究室 にス トックされる ことに な り,

ま た実験 装置への トランスファーは研 究者の手 に委 ね られ るため ガスの 消失 状況 を常 にセ ンター側 が掌

握 している ことは不 可能 で ある。 かと言 って,消 費 した ガスを無造 作に補充 し,そ の経 費を一律 に利用

者 に負担 させ ることは不公平 を一まね く可能性 もあ り,ま た ガスの逃 げ るル ー ト及 び率 を確認 しないでは

長 期にわ たる ガスの購入計 画や 液化計画 をたて ることが難 し くなる。 この よ うな事情 を考え,当 分室 で

は液化機 の更新 を機 に,各 研 究室 に配管 され てい る回収 ラインの末端 のす べて(約50個 所)に ガス メ

ー ターをと りつ げ
,研 究室単位 で常に供給量 と回収量 がモニ ターで きる よ うな シス テムを採用す るこ と

にした。 また 消失 した ガスはそ の研 究室の 負担 として翌 年度徴 収す るこ とになった。 一年後の現在一応

この システ ムは成功 で あった と考え られ るので若干詳 し く述べ てみ たい。

ガス メーターの選択の基 準 は,計 量 で きる流量 範 囲が.蒸 発の少 ないデュ ワーか らの 自然蒸発の場 合

と ロータ リーポ ンプで排 気 した場 合(特 にひ き始めの とき)を カバー してい ることであ る。 それ と価格

の点 も考 慮 して金 門製作所製の・ 主 としてPK1500型 を 用いた。 これは計量範囲 が0.005～1 .5m%

で プ ロパ ンガス用 に作 られた もので あるが,実 際 に液体 ヘ リウムで定 量 テス トした所,精 度の点で も実

用性 の高 い ことが示 され た。 キニー ポンプの排気 な ど特 に流量 の多い所へ は もう少 し大型 の もの を設置

した。費 用は低温 セン ターの 負担 で,液 化 機設置 工事の間 に メーターのと りつけ を行 ない,新 液化機運

転開始 と同時に この シス テムは ス ター トした。

最初 は毎 月検 針 を行 な って月 々の供給量 と回収量 をチ ェックす る予定 であ った が,結 局 夏 休み,冬 休

み及 び4月 初 旬,液 化機の運 転 を止 めて研 究室 での液体ヘ リウムのス トックの少ない時 に メー ターの検

針を行な った。 この一年 間の集計の結果 は表 の よ うにな る。
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液体ヘ リウム供給量 ダス回収予定量(20℃) 回 収 量 消失 ガス量 回 収 率

8,2654 6,199m8 5,111m8 1,088m3 82.5%

個 々の研 究室 につ いての回収率 は ここでは挙 げないが,実 験 装置 あるい は トランスフ ァーの頻度 にょ

って大 き く異な る。 例えば理学 部の関研 究室 では比熱測定の 装置 に一度 に大量 の液体 を トランス ファー

す るため頻 度が少 いこ とと トランフ ァー チコー一 ブのさ しこみ を非常 に注意 深 く行 うことに よ り96%の

回 収率 があげ られ ている。 小 さなク ライォスタッ トを数多 く使 用す る研究室 では トランス ファーチュー

ブの入 れ換 え頻度 も高 く回収率 が悪 くな るの はいた仕:方な いこ とで あろ う。

一方低温 セ ンター側 での ガスの消失 は補充 した ガス量か ら研 究室で の消失 ガス量 を引けば求め られ

769m3に な る。 これ は 液化機系 か らの もれ であ って,液 化量 は供給量 よ り若干多 いので,も れの割合

を正確 に出す ことはで きない が約12%程 度 であ る。 この デー タを基 に最 近液化機 系か らの もれの状況

を詳 しく調 べたの でついで に述べ てお く。 ガスの液化循環 系は大 きく分 けて・*→ コ ンプレッサ ー→ 中圧

タ ンク液化機 本体→(研 究室)→ 回収 ガスバルー ン→ 回収 ガス コンプ レッサ ー→ 保 存用長尺 ボンベ→*

と なる。 液化機 本体 は,CTi1400型 の 特徴 として,回 収 ガスの純化 を液化 と同時に行な うよ うに

な って澄 り,そ れ が一 つの利 点にな ってい るのであ るが,純 化 と同時 に純化 装置の 中に残 された低 純度

の ガスは益 々純度 を下げ一定 の濃度 にな る と自動 的 に排 出す るよ うにな ってい る。 これは人員 の省力化

とい う点では非 常 にいい シス テムなので あるが,こ の時 消失す るヘ リウムガスの量 が積算す る と馬 鹿 に

な らない ことがわか り,こ の ガスを全 く別系統の純化装 置に もう『 度入 れ回収す る ことがで きるよ うに

した。 原理的 には純度100彫 の さ リウムが回収 されれば,こ んなこ とをしな くて も ロスはな い訳で あ

るが実際問題 としてそ うは行かな い。 回収 コンプレッサ ーは バルー ンに一定量 の回収 ガスがたま った時

ガス を圧縮 して長 尺 ボ ンペへつ め こむた めの もので,ス ル ーザー社 製の ものを用いてい る。 コンプレヅ

サーが動作 しバル ーンが空 になれば 自動的 に止・まるのであ るが,こ の停 止の 直後 コンプレッサー側 から

若千の高圧 ガスが パル ス的 に逆 流 し,バ ルー ンとの問に あるオーパ フロー用の弁 か らもれるこ とが判 明

した。 これ も積 算すれば かな りの量 にな り・ 現在改善 しつつ ある。 この外・ 中圧 タンクの接合 部が不完

全 でかな りの量 の ガスが逃げ ていた ことがわか り修理 を行 な った。 コンプレッサ ー類の もれ及 び バルー

ンか らの しみ 出しは若干 ある ようだ があま り問題 にな らない と思 われ る。 この結果50年 度以 降は,セ

ンター側での もれはか な り減 少す る見込 みで ある。 これ らの問題点 は当 セン ターの技官の努力 に よ り発

見され改 善 されて きた。CTIl400型 液化 機は非 常にいい装置 であ るが,こ れを取扱 ってい る鈴木商

館巡 のサ ー ビスは必ず しも良 くない。本体 か らの低純度 ガスの放 出は,液 化機 本来の機能 であ るか らそ

れは別に して も,工 事 自体に於 い て ガス もれ とい うような細 かい問題まで 十分検 討 して くれる技 術者 は

いない よ うで,結 局 ユーザー側 で問題 を解 決せ ざる を得 ないのは遺憾 で ある。
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さてこのよ うにヘリウムガスの消費状況についてかな り詳 しく明らかになったが,い くつかの問題点

がある。一つはガスの温度の問題である。現場 に於ける回収の仕方にょってガスの温度は異なるであろ

うし,一 律にメーターの読みだけで20℃ 換算の回収量を出すのは必ずしも公平でない。 もう一つの大

きな問題は回収 ガスの質である。現在ユーザーの協力を得て97%以 上の純度を保っているが,も しも

無造作な回収によって空気など不純ガスを混入する者が現れると,こ のシステムによる公平 さは くずれ

ることになる。幸いにして現在第一線で活躍 してお られ る研究者は過去において液体ヘ リウムが宝石の

如 く貴重であった時代を経験 して きた人達ばか りであるが,今 後新人がふえてくれば比較的安易に液体

ヘ リウムが取 り,扱われる恐れもある。少な くと も現状を維持するためにはそれなりの教育 も必要であろ

うし,そ れぞれの研究室の責任において低温 センターに対す る協力をお願いしたい。

第19回 低 温 研 究 会

4月22日(火)工 学 部原子 力 工学 科で低温研 究会 を開催 した。 今回は超電導 の大 型機

器 への応 用 とク ライオス タッ トに 関す る話 魑 をと り上 げた。

1.核 融合炉 にお・け る超 電導 マグ ネッ ト

工 学 部(原 子 力)椿 原 啓 氏

2.永 久電 流ス イッチ

工 学 部(電 気)村 上 吉 繁 氏

3.OxfOrd社 の各 種 ク ライオス タッ ト

OxfOrdエustr・JohnWoOdgate

学 内 外か ら17名 の参加 があ り,超 電導大 型応用 に対 す る積極的 な質問が集 った。'また

ク ライオス タッ トではX線 解析 用の連続 フ ローク ライオ スタッ トに興味が示 された。
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